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日本の病院における文化・芸術の取り組み
Japanese hospitals’ approach to culture and art
柴田 智里
Shibata Chisato
文化マネジメントコース
　超高齢社会に突入した日本では膨大な医療費を抑制しようとする
一貫した政策により、病院経営は年々厳しい状況に追いやられてい
る。そうした状況にもかかわらず、いくつかの病院では、文化・芸
術への取り組みが盛んに行われている。本論は、赤字経営や人手不
足というような状況下でも、これらの病院が予算を組んだり人手を
かけたりして文化・芸術に関する取り組みを行う意義を明らかにし、
今後の可能性を提案することを目的とする。そのため病院における
文化・芸術の意義を、全国の病院へのアンケートと代表的な事例へ
の訪問調査により明らかにした。なお、本論で扱う「文化・芸術」
という言葉は、絵画や彫刻などの作品展示はもちろん、手芸や折り
紙などのささやかな創作活動、季節の行事、建築のデザインを工夫
することなど、病院側が利用者のために行う文化的や芸術的な取り
組みという意味で使用する。
アンケート調査
　現在日本の病院で、どのような文化・芸術の取り組みが行われて
いるのかを知るためにアンケートを行った。全国の病院リストから
無作為に選出した病院にアンケートの協力を依頼し、了承した44件
にアンケートを送付した。そのうち36の病院に回答して頂いた。
　作品展示をしているところは36の病院全てであり、催し物を行っ
ているところは26件であった。事前にアンケートのお願いをしたこ
とから、ある程度文化・芸術に関する取り組みを行っている病院が
回答してくれたので、この結果になったと思う。書道の作品、版画、
折り紙など日本的な作品がよく取り入れられていることがわかった。
催し物としてクラシックのコンサートを開催している病院が23件あ
り、民謡や演歌という日本の音楽コンサートを開催している病院も
あった。展示や催し物にかかる１年間の予算は 0～ 10万円と低予
算で済ませている病院が 18件で、11～ 50万円のところは 10件
であった。それらの予算はほとんどが運営経費でまかなわれている。
問題点を尋ねたところ、予算と回答する病院が多かった。
　広い意味での文化的環境における取り組みとしては以下のような
結果であった。建築面で工夫（フロアカラーなど）している病院が
14件、施設を併設（レストランやギャラリーなど）している病院
が12件、自然環境の整備（庭園や屋上庭園など）をしている病院が
20件であった。文化・芸術に関する取り組みを行うきっかけは、経
営者を含め働く職員の芸術に対する意識が高いことから（6件）、治
療の一環として（6件）、そして患者から寄贈があって展示をし始め
た（4件）というものであった。取り組みの目的として最も多かった
のは、患者を初め見舞い人や職員などに安らげる空間を提供するた
め（14件）であった。地域の人の作品を展示するなど地域住民との
交流、地域に貢献するためという意見（5件）もあった。
事例研究　
　第一に、院内環境の質の向上につながる文化・芸術の事例として、
石川県にある451床の総合病院を取材した。この病院の玄関には季
節感のあるものを飾るスペースが設けられており、お正月には門松、
ひな祭りには雛人形を飾ったりしている。この他に院内に展示され
ている絵画や写真は、地元作家が寄贈したものや、入院していた患
者が入院中に制作した作品が多かった。さらに病院近くの呉服店が
寄贈したタペストリーがいくつも飾られていた。
　この病院からは、病院を利用するすべての人へのおもてなしの心
を表す手段として、文化・芸術が使用されているように感じた。有
名な人の作品が飾られているわけではないけれども、地域の人々か
ら寄贈された温もりが感じられる多くの作品も、院内環境の向上に
一役買っているという印象を強く受けた。診察や見舞いのために病
院に行くときの気持ちはよいものではないが、病院があたたかい雰
囲気で迎えてくれるならば、利用者の不安な精神状態を少しは和ら
げることができるかもしれない。
　第二に作業療法としての文化・芸術の事例として、大阪府にある
210床の精神科と神経科を専門とする病院を取材した。この病院で
は作業療法の一部として、貼り絵や手芸、ダイエット体操教室など
が行われている。普段病室にこもりっきりの患者が、それらをする
ことを楽しみに服を着替えて元気にやってくるという。作業療法は、
人の日々のいとなみ（作業）をもちい、心身の機能の障害を軽減し、
患者の持てる能力を生かし、まだ生かされていない可能性としての
能力を拓き、必要に応じて環境を整えるものである。ここで言う作
業とは、歯磨きや仕事、余暇活動など人の生活や一生を構成する全
ての行為、行動形態を指している（山根寛　2003,p.32 ‐ 5）。退
院が近い患者は園芸療法も行っており、野菜や花を栽培している。
何を植えるか、水遣りの当番決めなど患者同士で話し合い計画を立
てている。植物が育つ楽しみを感じながら、決められた日の水遣り
を通して責任感も持ってもらうようにしている。
　この精神科・神経科の病院において、作業療法としての文化・芸
術は、病院を日常生活の場とする入院患者のQOL（生活の質）の向
上に作用している。文化・芸術は作業療法の一部として使われてい
るが、入院患者にとって、単調な入院生活と治療の日々の中で、趣
味や生きがいとして存在していた。さらに、精神の回復はもちろん
身体機能の向上、責任感を持たせたりコミュニケーションの機会を
創出したりと社会復帰のためにも文化・芸術が役立っていた。
　第三の事例、ホスピスにおける文化・芸術として、秋田県にある
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ホスピス病床も抱える241床の総合病院を取り上げる。アートに関
する専門的な助言・実行のサービスを行う専門会社の代表加藤淳の
講演と、この病院が発行している冊子から取り組みを紹介する。加
藤はこの病院で患者や入居者の方々の施設での日常生活に焦点を当
て、その生活が少しでも充実したものとなるようにサポートする「参
加型アート・プロジェクト」を実施した。このプロジェクトに、現
代美術作家の宮島達男が携わった。彼の「時の浮遊」という CG作
品をホスピスの瞑想室に展示し、鑑賞した患者が作品制作を希望し
た場合、患者に CGソフトを開放し実際に自分の作品を制作しても
らうというプロジェクトが用意された。
　癌を患いこのホスピスに入居していた 39歳の男性 Sが、興味を
示し、作品制作をすることになった。Sは植物や動物をテーマにした
作品や、Sの父親が亡くなったときの気持ちを表現したという作品な
ど、亡くなるまでの約半年間で 5点の作品を制作した。宮島の CG
作品に出会うまでの Sの悩みは、暇つぶしのことを考えなければい
けないことと、周期的に襲う痛みを忘れることだった。Sにとっては
おそらく作品制作と自分の作品を鑑賞することは、暇つぶしの域に
とどまることなく生きがいとなり精神的な支えになったはずである。
Sが亡くなった後も瞑想室で作品が展示され、遺族や親しかった人が
作品を通して Sと再会できるようになっている。
　このホスピスでの取り組みにおいて文化・芸術は、患者が残された
時間を有意義に過ごすためのツールとして働いている。患者が作品制
作に取り組んだことにより、趣味や生きがいを手に入れただけではな
く、遺族や残された親しい人達に大切なものを残すこととなった。
まとめ
　
　先行研究として、河原啓子の論文「医療施設内のアートマネジメ
ント―日本における病院内の美術展示、美的環境の提示をめぐって
―」を参考にした。その論文の中で河原は、鶴見俊輔が提唱する「限
界芸術（芸術と生活の境界に存在する作品）」の意識を持つことが医
療施設内のアートマネジメントでは有効だと主張している。私は河
原の指摘する「限界芸術」をより発展させて、病院で行われている
取り組みを広く捉え、「文化・芸術」として考えてきた。
　文化・芸術はまず、病院付近の地域の利用者が安心して利用でき
る病院作りにおいて、重要な意義がある。地元作家の作品展示や、
地域の人にボランティアで演奏に来てもうことなど地域性を出すこ
とは、利用者が安心してそれらを楽しむことができる１つの要因と
なる。さらにどの病院を受診するか選ぶ際も、病院に行く時は不安
な気持ちが多少はあると思うが、地域性が出て温もりが感じられる
方が、患者は安心してその病院を選ぶだろう。加えて、文化・芸術
を取り入れることにより、他の病院と差別化を図ることや、オリジ
ナリティを出すことができると考える。また、院内環境の向上にと
もない、ソフト面の充実つまり病院職員の心持ちも同様に期待され
るはずである。そこで職員に対する文化・芸術の教育に力を入れる
ことも大切になってくる。病院利用者に「この絵はどなたが描かれ
たの？」と尋ねられた場合、スムーズに答えられるスタッフは少な
いと思う。しかし、どの職員に聞いてもしっかりと答えた場合、病
気のことだけじゃなく絵についても真摯に対応してくれると、利用
者は職員に対し信頼感を持つことになるだろう。以上のような取り
組みは結果的に、病院経営においても多くの利用者から選ばれる病
院として存在することにつながると考えられる。
　文化・芸術に関する予算について、低予算で済ませている病院が
多いことがわかった。そこで病院間で連携することが低予算でも質
の高い文化・芸術を病院利用者に提供する解決策になるのではと考
える。病院がストックしている作品を病院間で交換することで、お
金をかけずに様々な作品を利用者に楽しんでもらえるだろう。そし
て、クラシックのコンサートを開催している病院が多いこともわかっ
たが、近隣の病院と一緒に演奏者を招聘しそれぞれの病院で演奏し
てもらえば、１つの病院で単独に招聘するよりも、演奏者の交通費
や宿泊費を安く抑えることができる。
　病院に入院する患者は、社会から切り離された場所で生活してい
る。それゆえ、入院患者が社会とつながりを感じることができるよ
うな、地域の人が制作した温もりのある作品や、生活に根付いた年
間行事、もしくは CG作品のような普段の生活では出会わなかった
かもしれない文化・芸術を取り入れることは非常に重要である。文化・
芸術が入院患者と社会との架け橋になると思うので、病院でそのよ
うな取り組みが今後より一層盛んに行われることを期待している。
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